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ソニックスタートⅡ（キーレス＋セキュリティ機能付き）取扱説明書（Ver.1.7）              110506 
以下の注意事項を無視し取扱いを誤った場合、使用者が重傷を負ったり死に至る危険性があります。 

このキットは、正確に確実に配線しないと走行中エンジンが停止し、ブレーキの利きが悪くなったりハン

ドルが重くなり、重大な事故を起こす可能性があります。必ずプロショップで配線を行ってください。 

アンロックした状態で車を離れると車両の盗難の可能性が極めて高くなります。 

イグニッションキーを挿している場合、機械的なハンドルロックが解除されているため、ロック中でも車両の盗難の可能

性が通常車両より高くなります。盗難の危険が高い場所に駐車する場合は、キーシリンダーからキーを抜いてください。 

重要同意事項：本キットが原因で発生したお客様の損害は、当社では一切、賠償の責を負いません。 
同意できない場合は、取り付け前に規定に基づき返品してください。 

ソニックスタートの使用にあたって（重要事項！！） 
・本装置を使用する場合、必ずキーをイグニッションキーシリンダーに挿し、エンジンオンの位置まで回してください。  
・イージーエントリ機能（キーオフでステアリングが上昇）が付いている車両の場合、ＡＣＣオンでキー挿入線が有効にな

るようにリレーを使用してキー挿入線を有効にしてください。（詳細後述） 
 
ソニックスタート基本キット製品構成 
・コントローラー １個  ・リモコン ２個  ・ヒューズ付き専用１０ピン大ハーネス １セット 
・専用１０ピン小ハーネス １セット  ・専用４ピン小ハーネス １セット  ・ダイオード １本  ・標準サイレン １個 
・ＡＣＣ用パワーリレー １個  ・ＩＧ用パワーリレー ２個  ・スターター用パワーリレー ２個 （パワーリレー合計５個） 
・ハザード接続モジュール １セット  ・ブルーLED（マウント付き） １個 
 
１．ＣＮ１ １０ピン大カプラーの配線表（別紙、ソニックスタート用キーレス基本結線図参照） 

ケーブル線色 説明と主な接続先 

① 黒 ボディアース。 

② 赤 常時１２Ｖ。 

③ 茶 サイレンの赤に接続。 

④から⑨ 青、緑、紫、青／白、緑／白、紫／白の６本は別紙「キーレス基本結線図」参照。 
⑩ 灰 スターター用パワーリレーの３０端子へ接続。 

 
２．ＣＮ２ １０ピン小カプラーの配線表（別紙、ソニックスタート基本結線図参照） 
ケーブル線色 説明と主な接続先 

① 茶 ＣＮ１ １０ピン大カプラーの①黒線へ接続。（ボディアース） 

② 赤 ＡＣＣ用パワーリレーの８６端子。同リレーの８５端子は常時１２Ｖ。 

③  ― 

④ 黄 ＣＮ１ １０ピン大カプラーの①黒線へ接続。（ボディアース） 

⑤ 緑 イグニッション用パワーリレーの８６端子。同リレーの８５端子は常時１２Ｖ。 
スターター用パワーリレーの８６端子。同リレーの８５端子はＡＣＣリレーの８７ａ端子。

⑥  ― 

⑦ 紫    ※ 付属ＬＥＤの黒線へ接続。ＬＥＤの赤線は常時１２Ｖ。イモビキャンセラーの青へ。 

⑧ 灰    ※ ソニックボイス、５１６Ｕ、外部スキャナー（DEI 629L）出力（－）。 
ソニックボイスの青線、ボイスモジュール５１６Ｕの橙線へ接続。 

⑨ 白 Ｌ端子へ接続。（エンジン作動中１２Ｖ） 

⑩ 黒 ブレーキ線へ接続。（ブレーキを踏んだ状態で１２Ｖ） 

直接出ている橙線 シフトがＰポジションの線に接続。 

注意事項 ※印の線は接続しなくても問題ありませんが、必ずテープ等で絶縁してください。 
 
３．ＣＮ３ ４ピン小カプラーの配線表（別紙、ソニックスタート基本結線図参照） 
ケーブル線色 説明と主な接続先 

① ②  ― 

③ 青 後付スタートスイッチ（スイッチの片方はボディアース） 

④ 緑 付属のダイオードを通して車両のドア開閉スイッチ（ドア開放で０Ｖ（ボディアース） 

４．ボタン操作（機能とアンサーバック） 
リモコンボタンの種類 機能 ハザード 音 備考 
ロックボタン 

ロックします。 １回 １回  

アンロックボタン 
アンロックします。 ２回 ２回  

サーチボタン カーサーチ機能 （ロケーター機能ともいい
ます。）３０秒間ハザードが点滅します。 
このボタンでハザードを点滅させている間

に他のボタンを押すと一時的に音を消すこ

とができます。（サイレント機能） 

点滅 － 

途中スタート・ス

トップボタンを除

く、いずれかのボ

タンを押しても止

まります。 
エンジンスタート 
・ストップボタン 
 
 
 
 

エンジンスタート・ストップができます。 
アンサーバックはロック中のみ行います。 － 始動時３回

停止時４回

１．５秒以内にダ

ブルクリックで有

効です。１回目と

２回目の間隔は

0.5秒以上必要。
 

５．エンジン始動方法の詳細説明 
（１）ロック中、リモコンのスタート・ストップボタンを１．５秒以内にダブルクリックするとエンジンが始動します。３回アンサ
ーバックします。万一エンジンが掛からない場合は、５回アンサーバックして知らせます。３０分以内にアンロックしなけ
ればエンジンが停止し、ＡＣＣ＋イグニッションもオフになります。 

（２）アンロック後、シフトがＰポジションの位置で、ブレーキを踏んだ状態で（この状態でＬＥＤが点滅→点灯します。）、後
付スタートスイッチを押すか、リモコンのスタート・ストップボタンを１秒以上押す（以後、前記のいずれかの方法でボタ
ンを押すことを“ボタンＡを押す”と表現します。）とエンジンが始動します。 

（３）アンロック後、ブレーキを踏まずに、ボタンＡを押すとＡＣＣがオンになります。その状態で、ブレーキを踏まずに、ボタ
ンＡを押すとＡＣＣ＋イグニッションがオンになります。その状態で、ブレーキを踏まずに、ボタンＡを押すとＡＣＣ＋イグ
ニッションがオフになります。以後、これの繰り返しになります。どの状態からでも、シフトがＰポジションの位置で、ブレ
ーキを踏んだ状態で、ボタンＡを押すとエンジンが始動します。エンジン停止中、イグニッションは、３分後に自動的に
オフします。また、エンジン停止中、ＡＣＣまたはイグニッションがオンの状態でドアを開けると警告します。（お知らせサ
ウンド。警告しないも設定可。） 

※ セルモーターを回して５秒以内にエンジンがかからなければ、ＡＣＣ＋イグニッションもオフになります。 
 

６．エンジン停止方法の詳細説明 
（１）ロック中にエンジンが作動しているとき、リモコンのスタート・ストップボタンを１．５秒以内にダブルクリックするとエン
ジンが停止し、ＡＣＣとイグニッションがオフになります。 

（２）アンロック中、エンジンが作動しているとき、シフトがＰポジションの位置で、後付スタートスイッチを押すか、リモコン
のスタート・ストップボタンを１秒以上押すとエンジンが停止し、イグニッションがオフになります。（ＡＣＣもオフになる設
定も可能です。）ＡＣＣはドアを開けるとオフになります。 

 

７．セキュリティの詳細説明 
（１）ロック中に「ドアが開けられる」「後付スタートスイッチが押される」「ブレーキが踏まれる」（以後、異常事態）のいずれ
かで、３０秒間サイレンが鳴り、ハザードが９０秒間高速点滅します。（以後、発報状態） 

（２）ロック中エンジンが作動しているときは、異常事態またはＰポジションでなくなると、エンジンを停止し、ＡＣＣ＋イグニ
ッションをオフにし、サイレンが３０秒間鳴り、ハザードが９０秒間高速点滅します。 

（３）発報状態のときにリモコンのいずれかのボタンを押すとサイレンが止まります。 
（４）ロック中は、ＬＥＤが点滅し、セキュリティが作動していることを示します。 
（５）ロック中バッテリーを外され、再度バッテリーを接続された場合、発報状態になります。 
（６）万一リモコンが壊れて、セキュリティが解除できなくなった場合、純正キーでドアを開け（サイレンが鳴ります。）、セキ
ュリティ解除操作（後述）を行ってください。セキュリティが解除されエンジンをかけることができるようになります。 

 

８．セキュリティ解除操作の詳細説明 
（１）ドアを閉め、後付スタートスイッチを設定した回数押します。（約１秒に１回のペースで押します。） 
（２）ドアを開けます。 
（３）ブレーキを踏んだ状態で、後付スタートスイッチを設定した回数押します。（約１秒に１回のペースで押します。） 
（４）ブレーキを放します。 
（５）後付スタートスイッチを押した回数が両方正しければ、セキュリティが解除されます。 
（６）後付スタートスイッチを押す回数を間違うとサイレンが３０秒間鳴り、２分間セキュリティ解除操作はできません。 
（７）ドアの操作とブレーキの操作はどちらが先でもかまいません。 
（８）セキュリティ解除操作の後付スタートスイッチを押す回数設定は後述します。 
 



黒コネクターを付けた状態 黒コネクターを外した状態 

左の写真はＪ１の例 

９．接続時の注意事項（重要事項！） 
・必ずドアを開けた状態で、最初に小カプラー２個を挿し、最後に大カプラーを挿してください。内部のコンピュー
ターが学習しますので、１回リレーの音（アンサーバック）が鳴るまでお待ち下さい。その間、リモコン・内部スイ
ッチ・後付スタートスイッチは操作しないで下さい。 
・内蔵のリレーでは、ＡＣＣ電源やイグニッション電源を直接供給できませんので、必ず付属のパワーリレーをご
使用下さい。 

 

１０．ジャンパー設定方法（コントローラーのケースを開けるとカプラーを下に見て、右上にジャンパーがあります。） 
（１）自動再ロック機能の設定方法（基板内部スイッチＪ１で設定） 
自動再ロック機能とは、アンロックボタンを押しても３０秒以内にドアを開けなければ自動的に再ロックする機能です。 
（１）コントローラーのすべてのカプラーを外し、ケースを開ける。 
（２）Ｊ１の黒コネクター付けると本機能が有効になり、黒コネクター外すと本機能が無効になります。 
 

（２）自動アンロック機能の設定方法（基板内部スイッチＪ２で設定） 
自動アンロック機能とは、Ｐポジションにしたときにアンロックさせる機能で、純正車速ロック付き車両に便利です。 
（１）コントローラーのすべてのカプラーを外し、ケースを開ける。 
（２）Ｊ２の黒コネクター付けると本機能が無効になり、黒コネクター外すと本機能が有効になります。 

 
 
 
 
 
１１．各種設定方法（本設定は、バッテリーを外しても保持されます。） 
（１）項目の設定方法 
１）アンロック状態で、ブレーキを踏まずに、後付スタートスイッチを５秒以上押すと、ＬＥＤが点灯しサウンドが短く５回鳴り、
設定モードになります。 

２）後付スタートスイッチを押す度に、サウンドが短く１回から６回鳴り、それぞれの項目の回数サイレンが鳴ったところで
ブレーキを踏みます。サウンドが短く鳴って、各設定モードになります。 

 

設定項目 サウンド回数 詳細説明 

セキュリティ解除操作（ドア） １回 セキュリティ解除操作においてドアを閉めて後付スタートスイ

ッチを押す回数を設定します。設定範囲：１回～５回。 

セキュリティ解除操作（ブレーキ） ２回 セキュリティ解除操作においてブレーキを踏んで後付スタート

スイッチを押す回数を設定します。設定範囲：１回～５回。 

お知らせサウンド ３回 ＡＣＣまたはイグニッションがオンのときにドアを開けると警告

する、しないを設定します。 

エンジンオフ後のＡＣＣ動作 ４回 エンジン作動中にスイッチでエンジンを停止したとき、ＡＣＣの

オン、オフを設定します。 

グロー時間設定 ５回 イグニッションオンからスターターを始動するまでの時間を設

定します。 

サウンドアンサーバック ６回 ロック・アンロックしたときにサウンドアンサーバックする、しな

いを設定します。 

スタートスイッチ有効時間設定 ７回 アンロック後またはエンジン停止後、スタートスイッチを有効に

する時間を設定します。 
 

（２）項目１（セキュリティ解除操作ドアモード）の設定方法 
ブレーキを踏まずに、後付スタートスイッチを押す度に、サウンドが短く１回から５回鳴ります。設定回数になったところで
ブレーキを踏みます。サウンドが短く５回鳴り、設定モードから抜けます。初期設定は２回です。 
 

（３）項目２（セキュリティ解除操作ブレーキモード）の設定方法 
ブレーキを踏まずに、後付スタートスイッチを押す度に、サウンドが短く１回から５回鳴ります。設定回数になったところで
ブレーキを踏みます。サウンドが短く５回鳴り、設定モードから抜けます。初期設定は３回です。 
 

（４）項目３（お知らせサウンド）の設定方法 
ブレーキを踏まずに、後付スタートスイッチを押す度に、サウンドが短く１回（お知らせサウンド無効）または２回（有効）鳴
ります。設定回数になったところでブレーキを踏みます。サウンドが短く５回鳴り、設定モードから抜けます。初期設定は
有効です。 
 

（５）項目４（エンジンオフ後のＡＣＣ動作）の設定方法 
ブレーキを踏まずに、後付スタートスイッチを押す度に、サウンドが短く１回（ＡＣＣオフ）または２回（ＡＣＣオン）鳴ります。
設定回数になったところでブレーキを踏みます。サウンドが短く５回鳴り、設定モードから抜けます。初期設定はオンで
す。 
 

（６）項目５（グロー時間設定）の設定方法（ディーゼル車用の設定です。ガソリン車は設定不要です。） 
ブレーキを踏まずに、後付スタートスイッチを押す度に、サウンドが短く１回から６回鳴ります。設定回数になったところで
ブレーキを踏みます。サウンドが短く５回鳴り、設定モードから抜けます。初期設定は０秒です。 
１回：０秒 ２回：１秒 ３回：２秒 ４回：３秒 ５回：５秒 ６回：１０秒 

 

（７）項目６（サウンドアンサーバック）の設定方法 
ブレーキを踏まずに、後付スタートスイッチを押す度に、サウンドが短く１回（サウンドアンサーバック無効）または２回（有
効）鳴ります。設定回数になったところでブレーキを踏みます。サウンドが短く５回鳴り、設定モードから抜けます。初期設
定は有効です。 
（８）項目７（スタートスイッチ有効時間設定）の設定方法 
ブレーキを踏まずに、後付スタートスイッチを押す度に、サウンドが短く１回から６回鳴ります。設定回数になったところで
ブレーキを踏みます。サウンドが短く５回鳴り、設定モードから抜けます。初期設定は無制限です。 
１回：１分 ２回：３分 ３回：１０分 ４回：３０分 ５回：６０分 ６回：無制限 

 

１２．参考 
・純正のキーをキーシリンダーから抜いたときにステアリングが上昇し、キーを挿入したときにステアリングが下降する車両
（イージーエントリー機能）にソニックスタートを実装した場合、この機能が正しく動作しない場合があります。 
・別売のステアリングコントロールアダプターを使用することにより、正しく動作させることが可能になります。 
・キー挿入検知線を切断し、ステアリングコントロールアダプターの緑と緑に接続してください。 
・ステアリングコントロールアダプターの橙線をＩＧ線に、黄線をＡＣＣ線に、白をアースに接続してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＣＣ線へ（＋１２Ｖ）

Ｘ
切断

イージーエントリー機能付車のキー挿入検知線の配線方法 

キー挿入検知 
スイッチ 

ＩＧ線へ（＋１２Ｖ） 

緑 緑 

橙

黄 白 
ステアリングコントロールアダプター 



 

基 本 結 線 図 

茶 

赤 

黄 

緑 

紫 

灰 

白 

黒 

ＩＧリレー 

トランジスタ 

トランジスタ 

Ｌ端子 ＋入力

ブレーキ線 ＋入力

ＣＮ２ １０ピン小カプラー 

常時１２Ｖへ + 

は、接続を表す。

常時１２Ｖへ

黒 

赤 
ＬＥＤ（抵抗付） 

別売の走査型スキャナー（DEI 629L）等 

８５白 

８６黄 

３０緑

８７青 

８７ａ 緑 

８５白 

８６黄 

３０緑

８７青 

ＡＣＣリレー 

常時１２Ｖ

ボディアース

別売の             、５１６Ｕ等 

Ｌ端子へ（エンジン始動時１２Ｖ） 

ブレーキ線へ（ブレーキを踏んで１２Ｖ） 

の太線は、ＡＷＧ１４（断面積２mm2）以上の
電線でできるだけ短く配線してください。 

ＩＧ

イグニッションキー

ＳＴ 
ＡＣＣ

ＯＦＦ

受信機から直接出ている橙線

Ｐ Ｒ Ｎ Ｄ ２ １

ＡＴセレクター

Ｐポジションランプ

■ 配線するときは必ずすべてのコネクターを抜いて作業してください。

別売のスタートスイッチ 

青 
緑 

ＣＮ３ ４ピン小カプラー 

車両ドアスイッチ（開で短絡） 

※ 必ずダイオードが必要です！！！ 

車種によってＩＧラインが複数ある
場合は、それぞれのＩＧラインにパ
ワーリレーを使用します。 
その場合、ＣＮ２の緑を分岐して
配線してください。 

※イグニッション線等
に接続する場合、オ
プションのターミナル
を使用するか、市販
のエンジンスターター
の車種別ハーネスを
加工して使用するこ
とをお勧めします。 

 ① 黒 

② 赤 

③ 茶 

④ 青 
⑤ 緑 

⑥ 紫 

⑦ 青/白 

⑧ 緑/白 

⑩ 灰 

ＣＮ１ １０ピン大カプラー 

⑨ 紫/白 

この６本の線は、 
キーレス基本結線図を 
参考にしてください。 

ヒューズ 

注意：サイレンは、ボンネット内の熱がこもり
にくく、水に濡れにくい場所にラッパを下向き
にして、外れないように取り付けてください。

赤 

黒 
サイレン 

※イグニッションキー
シリンダーに挿さって
いるカプラーは必ず
抜いてください。 

８６黄 ８５白 

３０緑
８７青 

８７ａ緑 

スターターリレー

ＩＧリレー 

ＡＣＣリレー 

ハザード接続 
モジュール 

左ウインカー線へ 

右ウインカー線へ 

灰 
灰 
灰 

８７ａ緑 

※ パワーリレーの８７線は緑の場合もあります。 

常時１２Ｖ線

８６黄 ８５白 

３０緑 
８７青 

８７ａ緑 

スターター２リレー 

車種によってＳＴラインが複数あ
る場合は、８７青の線を両方の
ＳＴラインに接続してください。 

別売のイモビキャンセラーへ


